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説

資
本
の
流
通
と
有
償
託
券

第
二
戟

六
〇

●

●

●

●

う

に
見

え

る
｡

賓

に
現
代

を
呼

ん

で
資

本
主
義

の
時
代

と
云

ふ

rJ
と
は
敢
脅

主
義

者

は
勿

論

然

ら

ざ
る
者

も
賓

し
-

仙
致

す

る

だ
fJ
ろ

で
あ

る
｡

然

ら

ば
資

本

主
義

と
呼
ぼ

る
る
現
代

は
他

の
時

代
4.に
比

し

て
如

何

な

る
特

徴
を
有

す

る
か
｡

/

此
れ

に
封

す

る
通

俗

の
解
答

は
努

働

に
封

立

し

て
資

本

の
カ

の
優

越

せ

る

rJ
lyj
を
以

て
せ

ら

れ

る
｡

更

に
社

食
主
義

著

作
家

は
入
間
文
化

の
教
達

を
三
段

に
分

け

て
過

去

に
封

建

的
貴

族

の
支

配
時
代

を
置
き

終

審

に
無

産
労

働

者
階

腰

の
支

配
時

代

を
像

想
し

て
其

の
中
間

に
現
在

の
資

本
主
義

時

代
を

挿
ん

で
考

へ
る
｡

進

ん

で
思
案

な

る
雀
済

史
家

は
資

本
主
義

時
代

を
更
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○
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に

二
期

に
分

け

て
初
期
資

本
主
義

yJ
後

期
資

本

主
義

若

-

は
大
資

本
重
義

ryJ
な
し
各
期

に
就

く
選

の
樺
色

を
探
索

す

る
｡

而
し

て
此
れ

に
依
れ

ば
今

日
は
賓

に
大
資

本
主
義

時
代
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頂

鮎

に
逢
し

て
居

る
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で
上
あ

る
｡
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の
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資
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の
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赦

は
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で
あ
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か
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今
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此

の
問

題

を
研
究

し

て
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う

ど
思

ふ
｡
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大
資

本
重
義

時
代

に
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て
資
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帝
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の
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動

を
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て
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動
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る
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資
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本
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幣
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以

て
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ら
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得
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あ
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｡

今
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大
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賓

に
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す
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払
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在

る
も

の
を
要

具
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流
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界

壁

衰

六
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要

具

の
種
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あ

り
他
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資
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投

下
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方
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で
‥あ

る
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つ
資

本

は
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要

具

の
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ら
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椎

に
甚

別

せ

ら

れ

る
｡

第
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を

金成資本(要具)ビ云
払
第

二
を

物財資杢要具)
だ

呼
ぶ
｡

此

の
両

者

は
資

本

}J
,し

壬

は

仝

-

差

別

在
き
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の
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が
唯
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要

具

の
形
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乃
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質

上

か
ら

偏

り

に
直

別

n
れ
滋

に

過
ぎ

な

い
｡

翠

に
要

具
的

分

類

で
あ

る
｡

金

蔵
資

本

は

明

か

に

其

れ
白

燈
貨

幣

額

の
表

現

た

る
金

優

か
ら

成

立

し

て
居

る

か
ら

原

則

と
し

て
換
算

の
手
簡

を

用

弘
や

し

て
資

本

の
大

n
を
示

し

て
居
る

｡

之

に
反

し

て
物

財
資

本

は
貨

幣

額

に
換

算

せ
ら

れ

る

rJ
官
有

-

し

て
は

決

し
て
資

本

の
大

さ
を

示
し
待

き

る
も

の
で
あ

る
｡

物
財
資

本

は
性

質

上
寅

に
之

を

二
種

別

に
細

分

す

る

rJ
だ
が
出
凍

る
O

即
ち

有

形

財
た

る
土

地
･家

屋
癖

械
･有

●

●

●
.●

●

●

償

鐙
券

の
如

き

も

の

か
ら

成

る

有
形
資
杢

要
具
言
無

形

財
光

る
労
務
･信

用
･暖
廉

の
如

き

も

の

●

●

●
●

●

●

か
.ら

或

る
無

形
資

本
(要

墨

亡
で
あ

る
｡

菅

は
有

形
資

本

を

以

て
物

財
資

本

の
固

有

の
も

の
で

あ

る
や

う

に
考

へ
て

ゐ
た

が
r近
時

漸

-
労

務

の

出
資

.,J
か
信

用

の
出
資

亡
か
所

謂

無

形
資

本

が
重
き

を

成

し
凍

つ

V
.金
嚢
資

本

だ
封

丑

し

て
大

S
に
‥活

動

し
始

め
光
｡

斯

-

の
如

き

資

本

要

具

苧
し

て

の
i労

務

叉

は
信

用

の
研
究

は

社
家

ま

だ

充

分

で

は

な

い
O

次

に
資

本

投

下

の
方

向

即

ち
資

本

要
具

が
用

払
ら

る

1
日

的

か
ら

も
資

本

を

二

つ
に
奇

け

る
｡

第

一
は
資

本
要

具

が

7
足

の
牧

利

率

に
由

る
所

得

を

目
的

亡
し

て
用

S
.ら

れ

る
場

合

で



●

●
●

●

あ

っ
て
之
を
貸
付
資

本

だ
解

し
'第

二
は
不

定

の
牧
利
率

に
由

る
所
得

を
目
的

だ
し

て
用

払
ら

●
●

●
●

れ

る
場

令

で
あ

っ
て
之

を
企
業
資

本

芭
名

付

け

る
｡

即
ち

前

者

は
清
水

の
所
得

を
汲

想

し
得

る
も

の
で
後
者

は
然

ら

き
る
79
の
で
あ

る
｡

け
れ

哲
も
此

の
甚

別

79
資

本
白
燈

の
本

質
的
差

別

で

は

な
-
所
得

に
裁

て
の
危
険
程

度

に
依

る
慣

れ

の
分

節

で
あ

る
｡

故

に
賓

原

に
於

て
は

両
者

を
厳
密

に
卦

つ
rJ
だ
が
出

凍

覆

い
場
合

が
.あ

る
一

例

へ
ば
債
券

を
資

本

要
具

だ
す
れ
ば

形
式

上

其
盛

に
貸
付
資

本
が
存
在

す

る
や
う

に
鬼

ゆ

る
け

れ

gJ
も
賃

の
債

券

が
音

数
的

性

質

を
帯

び
て

ゐ
る
場
食

･,J
か
又

は
取
引

所

に
上
場
せ

ら
れ

る
も

の
で
あ

っ
て
現

物
取
毎t

を
す

る

場

令

だ
か

に
在

っ
て
は
牧
利
率

は
不
足

に
成
h

従

っ
て
企

業
資

本

の
性
質

を
有

ん
て居
る
Q

反
封

に
株

券
を
資

本
要
具
r
J

す
れ
ば
形
式

上
企
業

資
本

を
形

成

す

る
け
れ
や

も
'基

礎

の
畢
固

在

る
倉

敷

が
配
普

率

を
卒

均

す

る
虜

め
積
立
金

を
作

っ
て

l
定

の
配
督
率

を
保
詮
す

る

亡
き

其

の
株
券

所
有

者

が
投
機

者

で
無

S
限

り
其
庭

に
著

し

-
貸

付
資

本

の
′性
質

が
現
は
れ

て
凍

る
｡斯

-

の
如

く
貸
付
資

本

軍
企
業
資

本

}J
の
区

別

は
所
得

に
就

七

の
危

険
程
度

に
依

る
恨

h

の
分

類

だ
見

ら
れ

る
の
で
あ

る
が
'私

は
此

の
場
食
両

者

の
底

別

は
寧
ろ
資

本
白
燈

に
存

す
る

互

に
矛

盾
せ

る

二
つ
の
性

質

の
顕

現

で
あ

る

rJ
E
を
注
意

し

た

い
｡

即
ち
資

本
は
所
得

を
産

第
三
十
四
巷

(
二
二
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琵
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戟
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第
三
十
四
葛

(二
三
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論

説

資
本
の
流
通
と
有
償
驚
歩

第
二
坊

六
四

み

出

す
カ

で
あ

る
が
真

紅

は

二

つ
の
傾

向

か
ら
成
立

し

て
居

る
が

1
は
必
ず
所

得

を
獲

ん

,こ

す

る
傾
向

だ
他

は
成

る
可

-
大

在

る
所
得

を
獲

ん

W
す

る
傾
向

で
あ

る
｡

然

る
に
此

の
二

つ

の
傾

向

は
容

易

に

1
致

し

覆

い
｡

碓

っ

て
資

本

投
下

に
際

し

て
は
執

れ

か

1
方

を
犠
牲

に
せ

ね
は

な
ら

聖

共
産

で
前

者

に
重
き

を
置
け
ば
貸
付
資

本
化
し
後

者

に
重
き

を
置

け

ば
企

業

資

本
化

す

る
の
で
あ
る
｡

貸
付
資

本

は
資

本

の
安

登

を
致

す
け
れ

SJ
も
資

本

の
流
通

を
促

す

こ
}J
は
少
い

｡

之

に
反
し

て
企
業
資

本

は
､賓

質

上
経
済
的
均
衡

の
法
則

に
由

っ

て
企
業
利

潤

の
年

輩

化

が
行

は

る
る

に
拘

ら
ず
'
7
般

に
資

本

の
安

全
を
保

つ
よ

り
も
資

本

の
流
通

を
進

め

る
勢

を
有

っ
て

ゐ
る
｡

斯

-
し
七

安

全
性

･fJ
流
通

性

亡
は
資

本

の
性

質

に
於

け

る
封

践

鮎

を

形

造

っ
て
ゐ
る
｡

資

本

は
所

得

の
源
泉

で
あ

る
が
'所
得

の
源
泉

は
悉
-
資

本
で
は
在

い
｡

資

本
以

外

の
所
得

の
源
泉

昧
種
種

あ

る
｡

拾
得
･*
卑
貯
輿

の
如
d
TJ
横

倉

に
於

で
所
得

が
生

す

る
｡

然

し
乍

ら
資

●

●

本

に
封
宜

し

く
糞

婆

在

る
意

義

を
有

っ
て
ゐ
る
7g
の
は
云

ふ
ま

で
も
在
-
労
働

で
あ

る
.

絹

●

●

●

●
●

●

は

勢

働
に
準
ず

べ

き
各

種

の

勤務が
あ

る
｡

此
等

か
ら
塵
す

る

}J
rJ
ろ

の
所
謂

勤労所得
た
.

●

●

●

●

る
賃
銀
'俸

給
其

の
他

の
報

酬

は
今

此
庭

で
直
接

の
問

題

亡
は
成
ら

聖

然

ら
ば
資

本

が
静

す

W

乙
ろ

の
所
得

は
如

何

な
る
79
の
で
あ

る

か
｡

私

は
資

本
投
下

の
方

向

と
資

本
要

具

の
稽
別



を
考

へ
合

せ

る

乙
亡

に
依

っ

て
次

に
所
得

の
形
式

を
説

か
う

ど
思
ふ
｡

●

●

貸
付
資

本

は
⊥

酸

に
貿

手

を
生

せ

る
｡

賃

子

は
汲

め
定

め
ら
れ
允

る
率

に
於

て
生
ず

る
も

●

●

の
で
あ

る
｡

其

の
金

優
資

本

か
ら
生
ず

る
も

の
を
利
子

と
謂

払
､物

財
資

本

か
ら

生
す

る
も

の

●

●

●
●

の
中
代

表
的

在

る
も

の
を
貸

地

に
封

す

る
地
代

1J
す

る
｡

其

の
他
貸
家

に
封

す

る
家

賃
､賃
貸

●

●

●
.

●

●

●
●

●

船
舶

に
封

す
る
傭

船料'
賃

貸
機
械

に
封

す

る

損料
の
如

き
l
酸

に
所

謂
準
地
代

も
亦

此
虞

に

凍

る
｡

貸

手

の
蹄
属

は
概

し

て
単

純

で
あ

る
｡

次

に
企
業
資

本

は
汲

臥
知

る

べ
か
ら

き
る
率

●
●

に
於

け

る

利潤を
斎

す
｡

利

潤

の
蹄

屡

は
貸

手
は

せ

軍
縮

で

は
在
-

屡

々
磯
雄

在

る
分

配
関

係

が
生
す

る
.t

而

か

も
企

業
資

本

の
所
得

は
資

本
要

具

の
種

類

に
依

っ
て
直

別

す

る

こ
と
が

●

●

●

●

●

_
●

●

出
水

雀

S
｡

結

局
其

の
蹄
属

関
係

に
依

っ
て
畢

純

利

潤Y}J
合成利潤亡
に
分

つ

べ
-
.合
成
利

●

●
●

●

潤

は
株
式
倉

敷

の
場

食

の
如

-

配
皆
'賞

輿

の
や

う

在
第

二
次
的
若

-

は
派
生
的

利
潤

だ
成

つ

･て
最

後

の
蹄
展

着

に
蓮

す

る
｡

現

今
'所

得

殊

に
大
所
得

は
殆

せ
資

本

所
得

で
あ

る
C

就
中
'利
子

ビ
配
皆

と
は

所

得

の
饗

壁

w
L

で
有

ら
難

-

思
は
れ

で

ゐ

る
｡

利

子
は

云

ふ
ま

で

も
塚
-
絶

て
の
貸
付
金

威
資

本

か
ら

生
ず

る
叶

れ

や

も
今

日
金
額

の
最

も
大

在

る
も
め

は
負
債

並

に
社
債

の
利
手

で
あ

る
｡

叉
配

管

は
悉

-
様
式

利
潤

で
あ

る
｡

斯

-

の
如

-
資

本
所
得

の
優

勢

覆

る

乙
だ
.癖

に
沓

債
並

に
私

募
三
十
四
番

(
二
三
九
)

論

貌

資
本
の
流
通
と
有
償
詮
券

第
二
戟

六
五



第
三
十
四
巻

(
二
四

〇
)

論

説

資
本
の
流
通
と
有
償
認
券

琴

,
｢戟

六
六

億

利

子

及

び
株

式
配

雷

の

莫
大

在
る

rJ
だ
が

今

日

の

太

資

本

主
義

時

代
に

於

て

第

二

に

注
意

●
●

●
●

す

べ
き

rJ
む
で
あ

る
｡

而

L
t
後

に

説

-
が

如
-
所

謂

叢
券

資

本

の
移

敬

に
依

っ
て

資

本

の

流

通

が
促

進

せ

ら

れ

る
根

本

的
動

力

は

l
に
債

券

利

子
並

に
糠

券

配
,薯

の
確
賓

に
し

て
有

利

在

る

rJ
E
に
存

す
る

rJ
亡
を
恩

ふ

寄
ら

ば
'此

巌

に

惹

か

れ
光

る
注
意

を

1!
段

と
深

め
ね

ば

怒

ら

約
0

資

本
要

具

の
印
象

に
依

っ

て
金

磯
資

本
}
J
物

財
資

本

tJ
の

二

つ
に
陰

別

し

た

rJT
･fJ
は
資

本

自

膿

の
作

用

に
陶

し

て
は

別

に
陶

係

の
無

い
乙
だ
で
あ

る

が
'資

本

の
洗
通

に
就

く
著

し

い
差

●

●

●

●

が
生

せ

る

rJ
だ
は
噂

戒

す

る

が
出

家

在

S
o

後

家

の
経

済

導

に
於

け

る
所

謂
固

定
資

本

P,J
所

●

●

○

●

謂

流動資本ど
の
甚

別

は
甚

だ

不
徹

底

有

る
取

扱

を
受

け

て
屠

-
又

屡

々
誤
解

に
導

-

乙
と

多

き

や

う

で

あ

る
｡

即
ち

固

定
資

本

1J
は

耐
久

的

形
態

の

も

の
で
あ

っ
て
其

れ

に
封

す

る
報

酬

が
其

の
耐

久

期

間

宥
療

す

る

79
の
で

あ

り
'流

動
資

本

,fJ
は
基

の
干
輿

す

る
生

産

過
程

に
於

で
撃

に

】
回

の
使

用

に
由

っ

て
其

の
任

務

を

果

す

も

の

で
あ

る

ど
す

る

",
ル
の
思
想

が
其

の

ま

ヽ
結

い
て
秀

光
｡

比

の
区

別

は

明

か

に
資

本

の
取

質

に
鞠

係

あ

る
79
の
で

雀
-
資

本

要

具

の
形

態

上

の
分

類

で
あ

る
｡

而

か
も

此
れ

は
甚

だ

暖

昧

在

る
分

類

で
あ

る
｡

私

は

固
定

資

本

1I
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
･r●
.●

●

●

だ
溌
動
資

本

ど
の
拓
別

を
斥

け

て
寧

ろ

高
速
度
資
本
ビ

低
速
度
資
本若
-

は

急
速
資
本
}J

緩



●
●
●

浸
資
本
W
云

ふ

隈
別

を
設

叶

る
｡

而
し

て
容

易

に
増
加

し
待

き
る
物

財

を
資

本
要
具

,̂J
す
る

も

の
は
低
速
皮
資

本
又

は
緩
慢
資

本

で
あ

上
客

易

に
増
加

七
得

る
金

儀

を
資

本
要

具

だ
す

る

も

の
は
高

速

度
資

本
又

は
急
速
資

本

で
あ

る

YJ
考

へ
る
｡

今

Ej
の
厳

業
界

に
在

っ
て
は
金

磯

を
主

要

在

る
資

本
要
具

だ
す

る
金

融
業

に
於

て
物

財

を
主
要

な

る
資

本
要

具

だ
す

る
製

造
業

iLi
於

け

る
よ

り

79
資

本
は
敏
速

に
活

勧

流
通

し

て
居

る
革

質

を
見

れ

ば

忠

弘
寧

ば

に
過
ぐ

る

も

の
が
あ

ら

う

凡
そ
資

本
要
具

だ
･し

て
選

ば
れ
光

る
も

の
が
物
財

に
あ

れ
金

駿

に
あ
れ
資

本

の
本

質

に
従

っ

て
所
得

を
産

み
出

す
褒

め
に
は
常

に
必
ず

其
れ
白
燈

の
泊

牽
或

弘
は
堆

棟

が
倖

は
れ

ね
は

客

ら

聖

油
畢

或

弘
は
輝

樺

に
由

っ
て
南

砂
で
商

品

の
生

産
或

弘
は
潜

倍

の
提
供

が
行

は
れ

で
所
得

を
欝

す

べ
き

基

を
置

-
｡

然

る
に
物
財
資

本

要
具

の
場

令

に

は
原

則

と
し

て
単
純

在

る
商

品

の
生

産
或

弘
は
畢

純
在

る
封
債

の
提
供

に
止

る
の
で
あ

る
が
'金

僚
資

本

要
具

の
場
食

■

●

●

●

●

●

●

●

に
は
原

則

だ
し

て
特

別

在

る

資
本
澄
券

が
新

し

-
創

設
せ
ら

れ
'其
れ

が
讃

券
資

本

だ
し

て
新

し
き

活
動

を
始

め
る

に
萱
ち
'曲

の
金

儲
資

本

の
語
弊

化

に
依

っ
て
資

本

の
流
通

が
大

い
に
催

進

せ
れ

る

の
で
あ

る
｡

云
ふ
ま

で
も
在

-
例
外

が
あ

る
｡

即
ち

物

野
資

本

の
場

食

に
於

で
も

静
券

化

に
放

つ
y
資

本

要

具
白

燈

の
移
韓

を
容
易

有
ら
し

め
又
間
接

に
資

本

の
流
通

を
助
成

第
三
十
四
番

(二
四
〇

論

説

資
本
の
流
通
と
有
償
発
券

第
二
駿

六
セ



第
三
十
四
懸

(
二
四
二
)

論

説

資
本
の
洗
流
と
有
償
認
券

第
二
沸

六

八

す

る
｡

船
荷

遼

穿
･倉
庫

認

券

の
作

用

を
見

よ
｡

侍
は

金
成
資

本

で
あ

つ
て
も
澄
穿

化

す

る

乙

と
在
-

し

て
単
純

在

る
封

僧

の
提
供

を

以

て
止
ま

る
rJ
だ
が
あ

-
.又
資

本

鐙
券

が
創

設

せ

ら●

れ

ず

に
他

の
種

類

の
有

償

護
券

が
作

ら

れ

る

rJ
w

が
あ

る
｡

翠
純

覆

る
支

排

の
目

的

を
有

す

る
現
金
女

銀

行
預
金

に
就

て
の
小
切

手

の
如
き

も

の
に
就

て
見

よ
.

斯

-
L

y
資

本

の
洗
通

上

か
ら
見

る

と
金

磯
資
本

か
ら

沃
生

し
た

}J
rJ
ろ

の
澄
券

資

本

が

甚
だ
聴

色

あ

る
地
位

を

有

っ
て

ゐ
る

rJ
だ
が
判

る
｡

此

の
護

券
資

本

が
著

し

い
活
動

を
在

し

て
ゐ
る

こ

亡
が
賞

に
今

日
の
大
資

本

重
義

時

代

に
於

て
第

三

に
注
意

せ

ね

ば
懲
ら

沿
事

柄

で

●

●

●

●

●

●

あ

る
｡

今

日
は

謂
は
ば

澄券資本主義の
時
代

で
あ

る
.

今

や

澄
券
資

本

に
依

っ

て
資

本

は

著

し

-
流
通
速
度

を
高

ひ

る

に
至

つ
髭
｡

此

庭

に
於

て
曹
帝

の
問
題

は
資

本

の
流
通

じ
讃
券

資

本

亡
の
鞠

係

に
移

っ
て
行

-
.

〓
●

●

凡
を

資
本

の
洗
過

ご
は
何

を
意

娩

す

る
か
｡

此
れ
‥は
貨

齢

の
流
通

W
か
手
形

の
流
通

亡
か

1
般

に
鼻
腔

的

在

る
要

具

の
流
通

移

行

W
は
大

い
に
意
妹

を
異

に
す

る
｡

例

へ
ば
貨

幣

の
涜

通

と
は
具
鰭

的

有

る
貨
幣

個
片

が
人

手

を
樽

頓

と
渡

ら
行

-

rJ
だ
か
ら
帳
簿

上

の
決
算

に
依



る
貨

解
額

の
取
引

に
至
る
ま

で
法
梓
的

に

言

へ
は
斉

し

-
所
有

樺

の
移

韓

が
行

は
れ

る

rJ
亡

を
基

礎

空
し

で

の
貨

解

の
運
動

を
意

味

す
る

の
で
あ

る
が
'資

本

の
洗

通

は
之

に
反
し

て

l
の

資

本

要
具

の
革

質

上

の
移

動
又

は
所
有

権

の
移

樽

で
は

な
-
牧

益
追

求

の
目

的

を
有

す
る
貨

幣

額

光

る
資

本

が

T
の
資

本

要

具

か
ら
他

の
資

本

要
具

へ
褒

換

え
る

rJ
だ
を
意

味

す

る
｡

即

ち

f
の
物

財
資

本

か
ら

他

の
物
財
資

本

へ
.
1
の
物

財
資

本

か
ら

1
の
金

成
資

本

へ
'
一
の
金

磯

資

本

か
ら

1
の
物

財
資

本

へ
と
資

本

が
資

本
要

具

の
形
態

を
鼻

吏

す

る

亡
き

に
資

本

の
流
通

が
あ

る

W
云
ふ

の
で
あ

包

資

本

の
流
通

は
資

本
要

具

の
作
用

で
は

在
-
資

本
白

燈

の
作
用

で
あ

る
｡

此

の
意

味

を
矢

は
在

S
限
り

マ

ル

ク

ス
の
灸
式

G
I

W
I
G
は
最

も
簡
翠

に
資

本

の
洗
通

を
表

は
し

光

も

の

ぞ
言

払
得

る
｡

次

に
資

本

流
通

の
模
様

を

詳
細

に
痛

罵

し

て
見

や

う
｡

●●●●

資

本

が
存
在

す
る
名

吟
に
は

資本生燈を
必
要

W
す
る
｡

今

或

る
人

が
資

本
主
値

W
成

る

●

●

●

●

芭
せ

よ
｡
次

に
資

本
額
具

が
必
要

で
あ

る
｡
此

の
人

が
現

金

1
高
風

を
資

本
要

具

と
し

て
選

ん

だ

だ
せ

よ
｡

此

の
場
食

に
資

本

1
苗

圃

は
決

定
せ

ら

れ

た

け
れ

世

も
未
だ
資

本

固
有

の
作
用

た

る
所
得

を

造

り
出

す

FJ
E
に
は
進
ん

で
居

ら

在

5,｡

其
冨
格
で

次

に
此

の
方

向

へ

1
歩

を
進

め
ね

ば
な
ら

g

此

の
暗

に
貸

付

か
企
業

か

の
問

題

が

起

る
｡

今
此

の
人

が

l
寓
園

の
資

本

第
三
十
四
番

(二
四
三
)

論

洗

資
本
の
流
通
と
有

償
許
容

弟
二
戟

六

九



第
三
十
四
番

(
一.遠

因
)

論

説

資
本
の
流
通
と
有
償
驚
券

筆

頭

七
〇

を
企

業
資

本

と
す

る
翁

め
或

る
禽

社

の
株

券

を
買

っ
た

ど
せ

よ
｡

此
廃
に

於

て
資

本

は

勧

め

●

●

て

所

得

を

造

り

出

す

fJ
w

に

成

る
｡

児

の

fJ
～
を
投
資

と
云

ふ
｡

投
資

と

は
資

本

の
方

向

を

定

む

る

rJ
E
で

あ

っ

て
其

れ

に
由

っ
て
所
得

の
形

態

が
定
ま

る
｡

此

の
場

食

に
投

資

の

行

は

る

1

U
共

に
資

本
要

具

が
塵

化

す

る
｡

即

ち

金

威

資

本

が
有

情

鐙
穿

W

云

ふ

物

財
資

本

に

成

る
.

薪

-

し

て
此

慶

に
第
二

の
資
産

流

通

が
行

ほ
れ

る

の

で
あ

る
.

言

払
換

え

れ

ば

投

資

は

最

初

の
資

本

流

通

で

あ

る
｡

投

資

は
資

本

流
通

の
出

費

匙

で
あ

る
｡

而

し

て

投
資

は
常

に
資

●

●

●

●

●

●

●

●

本

主

髄

に
依

っ
て

行

は

れ

る

も

の

で
あ

る

か
ら
資

本
豊

髄

は

投
資

者

で
あ

-

彼

を

投
資

尿

艶

●

●

文

は
資

本

流
通

の
基

数

だ

稀

し

得

る
｡

今

此

慶

に
株

券

を
買

求

め
た

人

は

投

資

原

鮎

た

る
位

置

を

占

ゆ

る
｡

此

の
基

鮎

か
ら
資

本

は
如

何

に
動

-

か
9

投

資

街

虜

に
依

っ
て
資

本

要

具

の
第

l
の
愛

東

が
あ

っ
先

夜

新

し
さ

資

本
要

具

が
同

1
の

基

鮎

に
止
ま

っ

て

ゐ
る
限

り
資

本

は

流

通

し

な

い
｡
′

前

述

の
例

に
由

れ

ば
資

本

〓
抱
囲

は

豚

券

所

有

者

が
株

券

を
所

持

す

る
限

-

彼

に
取

っ

て
常

に
資

本

〓
掲
閲

で

あ

る
｡

斯

-

の
如

き

流

通

せ

き

る
資

本

は
企

菜
資

本

で
あ

っ
た

7P
の
で

も
貸

付

資

本

化

す

る
傾

向

を
有

つ

y

ゐ
る
｡

例

へ
ば

株
券

の
所

有

者

が

其

れ

を
容

易

に

手
放

す
意

思

を
有

っ

て

ゐ

な

い
場

食

の
如
-さ

で
あ

る
｡

其

れ

は

恒
常

的

に

一
定

の
好
き

配
常

を

獲

る

rJ
だ
を
目

的

だ

す

る

か
ら

で
あ

る
｡

然

る



に
同

T
の
基

鮎

に
於

て
再

び
資

本

要
具

の
慶

更

が
起

っ
た

場
食

に
は
安

永

は
再

び
淀

通

す
る
｡

但

し

其

の
場

食

に

7
の
休

止

が
あ

る

rJ
E
を
忘

れ

で
は

な

ら

聖

即
ち

前

の
例

に
依

れ

ば
橡

券

所
有

者

が

婿

凍

有

望

在

る
土

地

の
あ

る

TJ
七

を

知

つ
'tJ
既

に
所

有

せ

る
株
券

を
責

っ
て
英

の
土
地

を
買

っ
た

場

倉

で
あ

っ

て
此

の
時

に
資

本

要

具

は
株
券

か
ら

土

地

に
嘩

渇

の
で

あ

る

が
'株
券

の
代
償

と
し

て
受

け

取

っ
た

金

磯

が
土

地

の
代

償

と
し

て
支

沸

は
れ

き

る
･問
'叉

買

求

め
ら
れ

詑
土

地

が
貸

地

だ
し

て

か
工
場

地

と
し

て

か
執

れ

か

に
決

定

せ

ら
れ

き
る
問

は
金

駿

又

は
土

地

が
資

本

要

具

P,J
し

て
存
在

す

る

に
も
拘

ら
ず

資

本

は

其

の
国

有

の
職

能

た

る
所

得

を

造

-
出

す

乙

yJ
に
進

ん

で
居

ら

筏

S
.

此
産

に
資

本

作

用

の
休

止

が
あ

る
'

土

地

が

貸
地

又

は

工
場

地

文

は
裏

地

芭

し

て
決

定

せ

ら

れ

て
初

め
て
資

本
作

用

が
再

開

す
る
｡

此

の
間

に

資

本

の
流
通

が
あ

る

の
で
資

本

の
流

通

だ
共

に
資

本

額

に
異

動

が
生
じ

得

る
｡

〓
掲
域

の
資

本

が

九

千

園

に
叉

は

〓
掲
二
千
園

に

増
城

さ
れ

得

る
｡

例

へ
は
嚢

放

っ
た
株
券

の
代

金

が

l

高

二

千

厩

で

あ

っ
て
其

れ

で
土

地

を
買

求

め
た

場

命

の
如
き

で
あ

る
.

而

し

て
貸

本

の
流
通

は
斯

-

の
如

き
塔

姥

の
傾

向

を
取

っ

て
進

む
rJ
と
を
原

則

だ
す

る
め

で
あ

る
｡

上
述

の
資

本

●

●

作

用

の
休

止

を

起

す

rJ
だ
を
資

本

の
回
牧

W
云

ふ
｡

資

本

の
回
収

に
依

っ
て
資

本

ま

健

は
資

本

の
存

在

を

消
滅

せ

し

ひ

る

乙

1J
lP
あ

b

得

る

が
､之

を
再

び
投
資

す

る

乙
rd
を
常

VJ
す

る
1.

第
三
十
田
巻

(
二
四
五
)

論

説

資
本
り
流
通
と
有
償
詫
券

第

二
戟

七

一



第
三
十
四
拳

(
二
望

ハ)

論

説

資
本
の
流
通

と
有
償
詮
券

ノ
第
二
鱗

七
二

即
ち
資

本

は
同

7
の
基
鮎

を
中

心

'fJ
し

て
投
資

-
回
収

-
再

投
資

の
行
程

を

辿

･a
つ

つ
淀
通

●

●
●

●

●

す
る

の
で
あ

る
｡

之

を
私

は
資

本

の
固
持

的

流
通

と
呼

ぶ
｡
其

の
億

味

は
資

本

が
鹿

に
向

1

の
投
資

児
鮎

を
回
持

し

て
居

る

と
の
謂

弘
で
あ

る
｡

世

に
所

謂
資

本

の
窪

樽

己
は
此

の
何
輪

的

流
通

を
指

す

の
で
あ

る
｡

然

る

に
資

本

の
洗
通

は
其

の
回
韓

的
溌
通
ば

か
-

で
在

-
僻
は

他

の
携
れ

方

を
す

る
｡

其

れ

は
資

本

が
連
績

駒

に
新

し
き

基

鮎

を

造

っ

て
行

-
場
食

で
あ

る
O

例

へ
ぼ
甲

在

る
人

が
現

金

〓
内
国

を
乙

に
貸

金

し
た

W
す

る
｡

資

本

7
高
回

は
投
資

原
鮎

甲

に
於

て
貸
付
資

本

だ
し

て
存
在

す

る
｡

然

る
に
乙

は
現
金

〓
掲
風

を
受

け
取

っ
て
更

に
其
れ

を
以

て
株
券

を
買

払
求

め
た

ど
す

る
o

此

の
場
食

に
同

t
の
資

本

要

具

を
以

て
投
資

を
行

ふ

乙
}J
に
由

っ

て
乙

も
亦

投
資

原
鮎

を
形
成

す

る
｡

基

鮎

甲

だ
基

黙
乙

.yJ
の
問

に
は
資

本
要

具
を
‥通

じ

七

一
の
連
蕗

が

あ

る
｡

固

よ

-
此

の
場

合

に
も
回
時

的

流
通

の
場

食

だ
同

様

に

一
の
休

止

が
あ

る
｡

即
ち
乙

が
現
金

二
品
固

を
以

て
株

券

を
買

ふ

に

至
る
ま

で

の
間
隙

で
あ

る
｡

然

し
此

の
休

止

は
株

券

の
購

買

}J
云

ふ
投
資

行

虜

に
由

っ

て
終

了

す

る
｡

資

本

は
此
虞

に
流
れ

を
生

じ
た

W
云

払
得

る
｡

而

し

て
株

券

の
寮
行
者

が
現
金

の
梯
込

を
受

け
其
れ

を
以

て
他

の
資

本

要

具

を
決

定

す

る

亡
き

に
夏

に
再

び
資

本

は
凍
れ

る

W
考

へ
る

rJ
}J
が
出
凍

る
｡

期

-

の
如

-
資

本

液
温

の



数

個

の
基
鮎

が
達
磨

的

に
を
生

し
其

の
間

に
資

本
要

具
を

通
じ

て
陶
係

を
有

す
る

ど
う

に
も

●

●

●

●
●

資

本

の
涜
通

わ
c
E
見

て
私

は
之

を
資

本

の
前

進
的

流
通

だ
呼

ぶ
｡

斯

-

の
如

き
前
進

的

流
通

は
資

本
要

具

を
通
じ

て
開
･聯

を
保

つ
故

に
屡

々
資

本

要
具

の
革

質

上

の
移

韓

を
目

し

て
資

本
の
.流
通

ビ
呼

ば
れ
た
｡

金
成
資

本

が
時

埠

す

る
場
令
'貸

地

が
譲

渡

さ
れ

る
場
食
感

券

が
責

買

せ

ら
れ

る
場
合

等

に
比
等

の
鼻
腔

的

在

る
資

本

要
具

の
移

動

が

荘
も

に
資

本

の
流
通
で
あ

､る

亡
考

へ
ら
れ
た
｡

然

し
乍

ら
資

本
要

具

の
移
動

?J
資

本

の
前

進

的

流

通

}J
は
理
論

上
厳
密

に
甚

別

せ

ら

る

べ
き

79
の
で
あ

る
｡

抑

々

1
の
資

泉
要

具

の
所
有

者

が
何

人
で
あ

つ
て
も
資

本
白
燈

に
は
何

の
挺

化

も

覆

い
｡

資

本
要
具

の
所
有
者

が
鍵

つ
て

も
資

本

生

鮭

は
動

か
畝

S
｡

唯

々
第

二

の
所
有

者

が
其

の
資

本
要

具

に
依

る
投
資

行

虜

を
な

し

て
初

め
て
新

し

S,
資

本

流
速

の
基

鮎

が
生
す

る

の
で
あ

っ

V.此
の
場
食

に
於

て
の
み

前

の

基

鮎

W

の
関

係

に
於

て
資

本

の
流
通

が
あ

っ
允

だ
云

払
得

る
｡

即
ち
資

本

の
前

進
的

流
通

は

資

本
要

具

の
移
時

l,J
第

二

の
投
資

行
虜

W

が
あ

っ
て
存

す

る
｡

此

れ

は
恰

も
資

本

の
回
鴨

的

流

通

が
資

本

の
回
収

と
第

二

の
投
資

行

男

だ
が
あ

っ
て
現

は
れ

る

ビ
同
様

で
あ

る
｡

資

本

の
回
韓

的

流
通

と
前

進
的

流
通

'J
の
閲
係

は
如

何
で
あ

る
か
｡

此
虞

に
資

本

の
執
刀

′ヽ
lI

的

作
用

が
見

ら
れ

る
｡

蓋

し
資

本
は
其

の
本
性

に
従

っ
て
牧

利
カ

を
よ

う
大

在
ら

し

め
ん

だ

第
三
十
四
希

(
二
四
七
)

論

説

資
本
の
埼
組
と

右
傾
琵
券

第
二
餅

七
三



第
三
十
四
簡

(二
四
八
)

論

貌

資
本
り
流
通
と
有
償
琵
夢

第
二
鍍

七
kg1

し
牧

利

率

の
大

な

る
方

南

へ
向

ふ
｡

故

に
資

本

の
流
通

は
必

率

牧

利

率

の
大

小

を
前

提

と
し

て

ゐ
る

芭
考

へ
る

rJ
だ

が
出

家
畠

の
で
あ

る
｡

小
在

る
牧

利

力

竺

恥
す

場

合

に
は
資

本

は
回

しbi,

_
I

牧

せ

ら
れ

易

-
此

虞

に
同
時

的

流
通

が
起

る
.

此

の
回
牧

を
防

ぐ

璃

吟
に
は
よ

り
大

在

る
牧

ヽ
ヽ

利
カ

を
現

は

す

や

う

に
工
夫

せ

ね

ば

な

ら

聖

其

の
薦

め
に
は

よ

り
大

覆

る
牧

利

率

の
存

す

る
方
南

へ
の
新

し
m
J
投
資

が
第

二
の
基

瓢

に
由

っ

て
在

n
れ

ね

ば

在

ら

聖

此

廃

に
資

本

の

前

進

的

流

通

が
生

す

る
｡

即
ち
資

本

は

過

-

か
進

む

か

の
あ
れ

か

こ
れ

か
の
前

に
立

っ
て

ゐ

る
｡

回
韓

的

流

通

を

し

な

い
湯

食

に
は
資

本

は

常

に
前

進

的

流
通

を
し

て

ゐ

る

の
で

あ
る
｡

前

進
的

流
通

の
止

る

だ

こ
ろ

即

ち

回
韓

的

流
通

の

起

る

ビ

こ
ろ

で
あ

る
.

固

ま

b
資

本

は
流

通

す

る

rJ
だ
覆

-

し

て
其

の
本
質

を
現

は
し
得

る

が
其

の
場

食

に
生
ず

る

だ

rJ
ろ

の
資

本

所

得

は

常

に
,渡

承

約
･被

分
譲

的

の
も

の
で
あ

る
9

資

本

は

流
通

す

る

rJ
E

に
依

っ

て
燭
創

約
･可

分
譲

的

の
所

得

を
斎

す
/も

の

で

あ

る
｡

薪

-

の
如

き
資

本

の

流
通

は
資

本
主

義

の
蟹

展

と
共

に
益

々
盛

ん

に

在

h
所

謂
大

資

本
重

義

に
達
し

で
讃
穿

要

具

の
教
生

W
共

に
愈

々
其

の
度

を
高

め
凍

た
｡

有

情

詔
券

の
費

明

だ
第

十

九
世

紀

に
於

け

る
其

の
市

場

の
迅

速

な

る
蓉

達

亡

は
屡

々
汽
車

汽

唐

の
馨

明

だ
費
達

亡

に

比
較

せ

ら

れ

る
｡

能

率

高
さ

交

通
機

閥

の
馨
達

は

財

の
移

特

性

を

大

い
に
曙
加

し

其

の
取
引



範

囲

を
凍

戒

し

た
｡

斯

-

し

て
個

々

の
産
糞

は
其

の
最

も
大

在

る
自

然

的
利

便

を
保

つ
地
方

に
分
布

L
p観
際

的

叉
観

内

的

の
産

業

上

の
特

化

を
進

め
'個

々

の
生

産
機

閲

の
規

模

を
大

在
ら

し

め
た
｡

其

れ

}J
同
様

に
有

償

謹
券

は
個

々

の
人

々

に
於

七
は
資

本

w
L

七

の
敦
盛

生

じ

難

き

貨

幣

額
'又
資

本

と
し

て

の
効

果

心

有

る
貨

幣

額

を
集

め

て

互
額

の
も

の

と
し
f新

し
さ

又

は

ヽ

ヽ

よ
り
牧

利
力

大

在

る
資

本

を
形

成

す

る

こ
じ
を
可

簡

在

ら
し

か

る

こ

と

に
依

っ

て
資

本

の
凍

通

性

を

増
加

し
ブ叉
間
接

に
有

償
護

券

の
所

有

者

に
資

本

の
回
収

を
容

易

在

ら

し

め

る

乙

･,J
に

依

っ
て
も
其

の
流
通

性

を

増

加

し
'助
等

の

二
途

に
於

て
資

本

は
絶

え
ず

最

も
牧

利

力

大

在

る

方

南

に
容

易

に
且

つ
迅
速

に
流
れ

集

る
や

う

に
成

っ
た
｡

斯

-

し

て
資

本

は

各
値

と
し

て
可

能

的

最

大

の
収

益

を

獲

得

し

っ

っ
あ

る
の

で
あ

る
9

●●●

●●

此

の
場

合

に
屡

々
有

情
詮

券

が
資

本

秒
供

給

者

即
ち

資本家,fJ
資

本

の
使

用
者

即
ち

企業

●
者

だ

を
分

け

る
も

の
で
あ

る

ビ
説

明

せ

ら
れ

る

が
'此

れ

は
誤

解

に
導

き

易

さ
言

払
表

し

方

で

あ

る
｡

何

だ
在

れ

ば
斯

-

言

ふ

じ
き

に
は
資

本
家

だ
企

業

者

だ

が

金
然
性

質

を

異

に
す

る
も

の

ど
し

て
現
賓

に
存
在

す

る

か

の
如

-
見

え

る

か
ら

で
あ

る
9

然

る

に
賓

際

に
於

て
資

本
家

tJ
企

業

家

富

の
職

分

は
'私

の
見

る

己
こ
ろ

で
は
'本

質

上
差
異

あ

う

}J
は

言

へ
在

S,.

資

本
家

ヽ

ヽ

.

ヽ

ヽ

が
資

本

を
常

に
よ

h
有

数

に
肝

払
ん

だ
心
掛

け

て

ゐ

る

rJ
}J
は
企
業

者

が
資

本

を

よ

-

有

数

第
三
十
四
奄

(
二
印
九
)

論

説

資
本
の
流
泡
と
有
償
だ
券

第
二
蚊

七
五



第
三
十
pq
巻

(
二
五
〇
)

論

説

資
本
の
流
通
と
有
償
託
券

第
二
披

七
六

に
用

払
ん

と
努

力

し

て
ゐ

る

rJ
だ
TyJ
同
様

で
あ

る
｡

生
産
技

術

に
直
接
関
係

な
き

fJ
}J
も
亦

両
者
同

然

で
あ

る
｡

N

両
者

の
異

在

る
は
唯

々
資

本

家

は
資

本

の
回
韓
的

流
通

に
干
輿

す

る
主

役

で
あ

h
企
業

者

は
資

本

の
前
進
的

流
通

に
塵
輿

す

る
主

役

で
あ

る

ビ
云

ふ

に
止
ま

る
｡

其

れ

は

本
質

の
差
異

で
は
な
-
作
用

の
差

異

で
あ

-
.叉
時

に
は
活

暦
不
活

衝

の
程
度

の
差

異

で

あ

る
.

以

上
資

本

液
通

の
意

義

を
定

め
其

の
流
通

が
有

償

澄

券

に
依

つ
y
促
進

せ

ら
れ

凍
れ

る
革

質

に
触

れ
.今

や

所

謂
苦
界
資

本

真
義

の
賞
髄

に
突

き

進
ま

う

芭
思

ふ
の
で
あ

る

が
'私

は
其

の

前

に
此

虞

に
有

情
苦
界

ビ
呼

ば
れ

て
居

る
も
の

の
意

義
を
確

立
し

て
置

か

う

ど
思

ふ
｡

(
未

完

)


	034_2_0233_00053521_ページ_01
	034_2_0233_00053521_ページ_02
	034_2_0233_00053521_ページ_03
	034_2_0233_00053521_ページ_04
	034_2_0233_00053521_ページ_05
	034_2_0233_00053521_ページ_06
	034_2_0233_00053521_ページ_07
	034_2_0233_00053521_ページ_08
	034_2_0233_00053521_ページ_09
	034_2_0233_00053521_ページ_10
	034_2_0233_00053521_ページ_11
	034_2_0233_00053521_ページ_12
	034_2_0233_00053521_ページ_13
	034_2_0233_00053521_ページ_14
	034_2_0233_00053521_ページ_15
	034_2_0233_00053521_ページ_16
	034_2_0233_00053521_ページ_17
	034_2_0233_00053521_ページ_18

